
作成日：令和８年３月２日

～自信をもち、次への準備を整えよう～

○お正月あそび　○節分　〇ひなまつり
○卒園・進級セレモニー
○避難訓練（不審者、火災、地震）○お誕生会

～新年度や生活リズムつくり～

○入園・進級お祝い会　○端午の節句　○遊んでみよう
○避難訓練（地震、火災、非常ベル）
○お誕生会

～感覚や体験を広げよう～

○ミニプール・みずあそび　　○七夕
○夏祭りごっこ　〇ミニ運動会
○避難訓練（水害、火災、台風）
○お誕生会

～社会性や表現を育む～

○運動会　○公共施設体験　○秋の散歩
○避難訓練（地震、火災、防災）
〇お買い物ごっこ　○クリスマス会
○お誕生会

並行通園先の保育機関とはお互いに情報共有を行い、必要時は助言や保育機関の訪問等を行い困
りごとへの対応、こども達が安心して過ごせる環境作りを一緒に考えています。卒園時は保育機
関、相談事業所等と連携し、就学に向けてつなぎの支援を提供しています。

法人内での各種委員会による研修や外部の専門的な研修等、積極的に職員を派遣しています。人
事考課制度を取り入れており、職務においての目標を明確にし、自己分析をしながら、ひとりひ
とりがスキルアップを図っています。

春（４月・５月） 夏（６月・７月・８月・９月） 秋（１０月・１１月・１２月） 冬（１月・２月・３月）

移行支援

職員の質の向上

言語・コミュニケーション 人間関係・社会性

〇言葉だけに限らず、子どもの理解しやす
い方法を取り入れます。
〇日常の関わりの中で自然なやりとりを増
やします。
〇自分の気持ちに気づき、それを伝える練
習を行います。
〇遊びの中で言葉の理解と使い方を広げて
いきます。
〇一方的な発信だけでなく、やりとりの楽
しさを感じられるようにします。

〇職員との安定した関係を土台に、少しず
つ友だちとの関わりを広げていきます。
〇無理のない人数設定の中で、友達と一緒
に活動する経験を積み重ねます。
〇園外活動や日常生活の場面を通して、社
会の中で基本的な行動を学びます。
〇トラブルを経験として捉え、関わり方を
一緒に学びます。
〇同じ活動でも評価視点は個別の成長の過
程を大切に支援します。

☆生活動作
☆食事習慣や時間意識あそび
☆トイレトレーニング
☆時間・見通し
☆体サインや感情体験

☆感覚統合
☆サーキットトレーニング
☆ボール遊び
☆感触遊び
☆指先遊び
☆リズム、ダンス、体操

☆スケジュール確認タイム
☆タイマーを使った課題活動
☆おしごとBOX
☆選択課題
☆ストップ・ゴーゲーム
☆振り返りタイム

☆ＳＳＴ
☆ルール遊び
☆絵本(読み聞かせ)
☆ごっこあそび
☆言葉遊び

☆ルール遊び
☆園外活動、体験
☆散歩
☆ＳＳＴ
☆避難訓練

主
な
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家族支援
療育時のご様子は連絡帳等でお伝えします。ご家族の希望や必要に応じて、電話での対応や療育の様子見学
の実施、面談等を行います。ご家族の不安や困りごとへの助言を行い、こどもの発達とご家族を支えます。

地域支援・
地域連携

いろいろな体験ができるように、公共施設（公園や図書館等）に出かけるなど、地域参加の機会を提供しま
す。また、こども達が地域の中で安心して過ごす事ができるように保健・医療・福祉・教育等の関係機関等
との連携を行います。

活
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〇基本的な生活習慣の定着を促します。
「できることを増やす」から「自分で気づ
いて行う」ことへ繋げていきます。
〇健康状態の把握と体調管理を通して、安
心して過ごせるように日々の健康観察を丁
寧に行います。
〇生活リズムと時間への理解を育み、見通
しをもてる環境を整えます。
〇自分の体への気づきを育て「なんだか疲
れた」「のどが渇いた」など体のサイン気
づく経験を大切にします。

〇小集団の中で運動やレクリエーションに
取り組むなど「一緒に行う楽しさ」や順番
など体験できる場を作ります。
〇身体全体を使った活動を通して、姿勢保
持やバランス感覚、体幹の育ちを促しま
す。
〇制作や操作遊びを通して、指先の力、目
と手の協応、集中力を育てます。
〇身体のいろいろな部分を同時に使う経験
を取り入れスムーズな動きに繋げます。

〇活動を「やること」だけでなく「なにを
する時間か」「終わりはどこか」を明確に
し、見通しをもって取り組めるように支援
します。
〇言葉だけに頼らず、見て理解できる環境
を整えます。
〇時間の終わりを聴覚的、視覚的に伝え気
持ちと行動の切り替えを練習します。
〇遊びの課題を通して、学習の土台となる
認知力を育てます。
〇気持ちをコントロールする経験を積みま
す。
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健康・生活 運動・感覚 認知・行動

本　人　支　援

事業所名：児童発達支援事業所　じょうなんプティパ 支援プログラム

法人理念 『共に生き、働き、憩い、出会う　楽しみが持てる人生に。』

支援方針
こどもたちの特性を理解し、ひとりひとりを大切にします。

こどもたちや保護者の思いに寄り添い、支え合える場を提供します。
こどもから大人へのつなぎを含めたこどもの成長、発達段階に応じた切れ目のない支援、気づき、つなぎ、支える支援を目指します。

営業時間 送迎実施有無 有　※基本は事業所より片道30分圏内。
月曜～金曜：9：00～15：30

土日・祝日・年末年始12/29～1/3は休業


